
■ 調査方法の概要

本試験では、重さ63.5kgのハンマ ー を50cmの高さから自動的に自
由落下させ、直径45mmの先端コ ー ンを地中に打ち込み、貫入量20
cm毎の打撃回数 (Nd)を測定し、この打撃回数 (Nd)を用いて地盤の
N値を推定するものです。
尚、本試験によって得られるNd値は、標準貫入試験によるN値とほ
ぼ等しい (Nd=,:N)とされています。

■ 試験装置の仕様
寸法 重量

自動貫入装置 570 X 990 X 2500 150kg 

ノヽンマ ー (/) 16X35cm 63.5kg 

落下高 50cm 

ロッド (/J32mmX 1 m 5kg 

先端コ ー ン ¢ 45mm X 90mm 0.4kg 

■ 試験方法

Nd値は、以下の式を用いて求めます。

Nd = Ndm - Nmantle = Ndm - 0.040 Mv 

周面摩擦を補正するためのトルク計測は、以下のように行います。
·Ndm値が5回を超える場合は、貫入量20cm毎にトルクレンチでロ
ッドを2回転させ、その際の最大トルク(Mv)を測定する。

·Ndm値が5 回以下の場合は、1m毎のロッド接続時にロッドを2 回
転させるだけで、最大トルク(Mv)を測定しない(Mv=Oとする）。

ご連絡•お問い合わせ先

｀式会社卜 9II—；ス

当社型ラム試験機 全国に50台

一般型ラム試験機 全国に数台

Nd：補正された打撃回数
Ndm：測定した打撃回数
Nmantle：周面摩擦に相当する打撃回数
Mv:回転トルク(N·m)
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本社千葉県市川市末広2-4-10 TEL047-359-4111 FAX047-359-4115 

http ://www.travers.co.jp 

ご注意とお願い 本資料に記載された技術情報は、 製品の代表的な特性や性能を説明するものであり、

「規格」の規定事項として明記したもの以外は、 保証を意味するものではありません。 本資料に記載さ

れている情報の誤った使用または不適切な使用等によって生じた損害については責任を負いかねますの

でご了承ください。 また、 これらの情報は、 今後予告なしに変更される場合がありますので最新情報は

上記担当部署にお問い合わせください。 本工法の提供は株式会社トラバースとなっています。
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